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第 １ 章 解 説

本 儀 式 は 、 小 規 模 な 団 内 グ ル ー プ ( ロ ッ ジ 単 位 程 度 ） が 、 簡 易 な 準 備 で 行 え る 霊 的 集 合 儀 式
（A s t r a l Temple W o r k i n g ） と し て 作 成 し た 。 従 っ て 、 実 行 儀 式 よ り も 簡 略 化 し た 部 分 が あ る 。

《 春 秋 分 点 》 は 、 「 均 衡 と 調 和 」 を 表 象 す る 宇 宙 的 な 時 刻 で あ る 。 年 に ２ 回 の 分 点 に お い て 、
太 陽 の 運 行 ま た は 振 動 と 地 上 の 四 大 元 素 が 融 合 す る 。 本 儀 式 は 、 原 則 的 に 秋 分 点 の 前 後 ４ ８ 時
間 以 内 に 実 施 す る こ と 。 本 儀 式 で は 、 イ ェ ツ ィ ラ ー 神 殿 を 核 と し て 実 践 す る 。

儀 式 内 容 は 、 ア ブ ハ ム ・ ア ブ ラ フ ィ ア の 『 知 性 の 光 』 か ら 再 構 成 さ れ た も の で あ る 。 ま た 、
《 黄 金 の 夜 明 け 団 》 の 「 竜 の 天 球 」 と 結 び つ い て い る 。 本 儀 式 に お い て は 、 「 飛 翔 す る 術 式 」
が 用 い ら れ て お り 、 イ ェ ツ ィ ラ ー 神 殿 の な か に イ ェ ツ ィ ラ ー の マ ル ク ト の 風 を 投 影 す る 。 儀 式
に 関 連 す る 魔 術 理 論 に つ い て は 、 『 黄 金 の 夜 明 け 魔 術 全 書 』 下 巻 「 北 極 周 辺 の 四 エ ー ス に 象 徴
さ れ る 諸 力 の 渦 巻 き 周 天 の 法 則 」 及 び ア レ イ ・ カ プ ラ ン 著 『 瞑 想 と カ バ ラ 』 を 参 照 す る こ と 。

１ 司 官 の 配 置
ａ 司 官 の 指 定

本 儀 式 に 必 要 な 司 官 の 人 数 は 、 次 の ５ 人 で あ る 。
そ れ ぞ れ の 太 守 （ ド ミ ヌ ス ） は 男 性 形 の 天 使 を 、 貴 婦 人 （ ド ミ ナ ） は 女 性 形 の 天 使 を 神

の 姿 形 と し て 纏 う 。 そ れ ぞ れ の 天 使 は Ｋ Ｒ Ｖ Ｂ Ｉ Ｍ 天 使 団 に 属 し 、 五 つ の 母 音 （ 発 音 記
号 ） カ メ ツ 、 ホ レ ム 、 ヒ レ ク 、 ツ ェ レ 、 シ ュ レ ク の 各 １ 文 字 を 体 現 す る ≪ 聖 名 を 冠 す る ケ
ル ブ ≫ で あ る 。

DOMINUS C O L U M U N A （ＤＣ）柱の太守 ＝ カ メ ツ ( ａ ) ＝ Ｋ Ｖ Ｒ Ｍ Ｌ （ ク ル マ ル ）
DOMINUS A U R O R A （ＤＡ） 夜 明 け の 太 守 ＝ ホ レ ム ( ｏ ) ＝ Ｃ ｈ Ｏ Ｒ Ｖ Ｎ （ ホ ロ ン ）
DOMINUS V A S T I T A S （ＤＶ）砂漠の太守 ＝ ヒ レ ク ( ｉ ) ＝ Ｒ Ｖ Ｋ Ａ Ｌ （ ル カ ル ）
DOMINA P O N T U S（ＤＰ） 深 淵 の 貴 婦 人 ＝ ツ ェ レ ( ｅ ) ＝ Ｔ ｚ Ｉ Ｒ Ａ Ｌ （ ツ ィ ラ エ ル ）
DOMINA B O R E A L I S（ＤＢ） 極 北 の 貴 婦 人 ＝ シ ュ レ ク ( ｕ ) ＝ Ｓ ｈ Ｖ Ｈ Ａ Ｌ （ シ ュ ハ エ ル ）

か れ ら の 携 え る 魔 術 武 器 は 、 対 応 す る ケ ル ビ ム の 縮 小 版 で あ る 。 つ ま り 、
Ｄ Ｃ は 、 銀 白 色 の 球 体 を 先 端 に 備 え た 棒 。 Ｄ Ａ は 、 羽 毛 の 扇 子 。 Ｄ Ｖ は 、 両 手 も ち の 長

い 金 属 杖 。 Ｄ Ｐ は 、 雄 牛 の 角 杯 。 Ｄ Ｂ は 、 緑 の ア ン ク

ｂ ケ ル ビ ム の 召 喚
五 人 の 司 官 は 、 イ ェ ツ イ ラ ー 神 殿 の な か で ケ ル ビ ム を 召 喚 し 、 ク ル マ ル の 呼 び か け で

「 肉 の 衣 を 去 る 」 ま で は 、 実 効 上 の 天 使 と し て 活 動 す る 。 ち な み に 天 使 の 言 う 「 肉 」 と は 、
魔 術 師 の 「 光 体 」 の こ と で あ る 。

母 音 の 帰 属 は 、 次 の と お り で あ る 。

ケ テ ル カ メ ツ ａ
コ ク マ ー パ タ ハ ａ ’
ビ ナ ー ツ ェ レ ｅ
ケ セ ド セ ゴ ル ｅ ’
ゲ ブ ラ ー セ ヴ ァ ー ｅ ’ ’ （ 有 音 時 ）
テ ィ フ ァ レ ト ホ レ ム ｏ
ネ ツ ァ ク ヒ レ ク ｉ
ホ ド キ ブ ツ ｕ ’
イ ェ ソ ド シ ュ レ ク ｕ
マ ル ク ト な し

「 ク ル マ ル の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」

全 体 的 に 力 強 い 印 象 の あ る 武 装 し た 長 身 の 天 使 。 光 翼 は 背 後 に た た ん で あ る が 、 強 い 輝
き を 周 囲 に 放 射 し て い る 。 そ の 額 の 中 央 に 大 粒 の ダ イ ヤ が 紫 の 飾 り 紐 で 止 め て あ り 、 無 帽
の 頭 頂 か ら 豊 か な 髪 が オ リ ー ブ 色 の 光 沢 を 放 ち 、 肩 ま で 波 打 つ よ う に 流 れ て い る 。 エ ジ プ
ト 風 の 玉 石 を 編 み 込 ん だ 幅 広 の 首 飾 り が 、 力 強 い 首 筋 を さ ら に 強 調 し て い る 。 色 つ や が 良
く ど う か す る と 琥 珀 の よ う に 輝 く 二 の 腕 に は 、 金 鎖 を 編 ん だ 幅 広 の 腕 飾 り と 意 匠 化 さ れ た
太 陽 の 顔 を あ し ら っ た 太 い 黄 金 の 腕 輪 が ア ク セ ン ト を 添 え て い る 。 右 手 に は 白 金 色 の オ ー
ブ を 飾 っ た 短 い 棒 を 握 り 、 左 手 は 腰 帯 の 剣 の 柄 に 軽 く 乗 せ て い る 。 肉 体 の 曲 線 を そ の ま ま
な ぞ っ た 有 機 的 な ラ イ ン を も つ 青 銅 の 胴 鎧 は 、 磨 き あ げ ら れ た 金 属 部 が 光 を 乱 反 射 す る 湖
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面 の よ う に 輝 い て い る 。 翡 翠 片 と 銀 線 で 飾 ら れ た 草 葉 の 形 を し た 銅 の 直 垂 が 十 枚 、 腰 周 り
を 保 護 し て い る 。 優 美 に 伸 び た 両 脚 に は 深 緑 色 の 革 の 膝 当 て が 鈍 い 光 沢 を 見 せ て い た 。

天 使 の 周 囲 に は 脈 動 す る 白 輝 光 が 、 触 知 で き る ほ ど 濃 密 に 明 滅 し て お り 、 頭 頂 部 か ら 体
側 を 滑 り 下 り 、 緑 革 の サ ン ダ ル を 履 い た 足 も と で 大 地 に 吸 い 込 ま れ て い た 。

「 ホ ロ ン の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」

ト リ ッ ク ス タ ー め い た 敏 捷 な 印 象 を 与 え る 天 使 。 光 翼 は 、 風 を 孕 ん だ よ う に 柔 ら か に 広
が り 、 そ の 先 端 は 鋭 い 形 状 の 羽 毛 が そ よ ぐ よ う に 、 波 に も 似 た ゆ ら ぎ を 起 こ し て い る 。 か
れ は 、 銅 線 と 銀 線 を 編 み 込 ん だ 円 形 の 王 冠 を 青 み を 帯 び た 黒 髪 の 上 に 載 せ て い る 。 青 黒 い
ス カ ー フ 状 の 襟 飾 り に 隠 れ た 首 筋 は 男 性 的 で 逞 し く 、 目 の 形 を し た 荒 削 り な 金 属 の 襟 留 が
ア ク セ ン ト を 添 え て い る 。 く す ん だ 黄 金 色 の 肌 を 包 ん だ 紅 い 網 格 子 の 肌 着 を 通 し て 、 力 動
す る 天 使 の 生 命 力 が 発 散 し て い た 。 右 手 で 駝 鳥 の よ う な 大 型 鳥 の 羽 毛 で 作 ら れ た 扇 子 を 握
り 、 左 の 手 の ひ ら に 当 て て い る 。 か れ の 重 い オ リ ー ブ 色 の ロ ー ブ に く る ま れ た 胴 着 に は 不
可 思 議 な 古 代 の 文 字 が 織 り 込 ん で あ る 。 す っ き り と 突 き 出 た 両 脚 は 、 意 外 な ほ ど 無 骨 な 暗
褐 色 の 革 靴 で 、 た な び く 雲 を 踏 み し め て い る 。

「 ル カ ル の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」

戦 陣 か ら 舞 い 戻 っ た ば か り の 荒 武 者 の ご と く 力 強 い 雰 囲 気 を 纏 う 天 使 。 光 翼 は 、 緩 や か
に カ ー ブ を 描 い て 広 が り 、 琥 珀 色 の 強 い 髪 が 黄 金 の ギ リ シ ャ 風 兜 の 下 か ら は み 出 て い る 。
深 い オ リ ー ブ 色 の サ ー コ ー ト を 鎖 帷 子 の 上 に 羽 織 り 、 頑 丈 な 首 に は 角 細 工 の 首 輪 が 下 げ ら
れ て い る 。 大 き く 力 強 い 腕 は 、 紫 水 晶 の 飾 り を 施 し た 鉄 甲 で 覆 わ れ 、 頑 丈 そ う な 拳 に ま で
鉄 輪 を 編 み 込 ん だ 手 甲 が か け ら れ て い る 。 胴 周 り は 意 外 と 細 く 締 ま っ て い る が 、 エ メ ラ ル
ド の 装 飾 を 施 し た 豪 華 な 胸 甲 は 、 優 美 な 曲 線 の 中 に も 意 志 の 強 さ を 表 現 し て い る 。 な め し
革 の 脚 甲 は 、 深 い 青 緑 に 染 め ら れ 、 素 早 い 動 き が 可 能 で あ る 。

か れ の 武 装 は 、 よ く 撓 う 銅 製 の 棍 棒 で 、 エ メ ラ ル ド が 鉄 の ス パ イ ク の か わ り に 埋 め 込 ん
で あ っ た 。

「 ツ ィ ラ エ ル の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」

星 飾 り の サ ー ク レ ッ ト を モ ー ブ 色 の 髪 の 上 に 載 せ た 理 知 的 な 表 情 の 女 性 形 の 天 使 。 光 翼
は 流 れ る ご と く 、 下 方 に 向 か っ て 放 射 し て お り 、 繊 細 な 白 磁 の よ う な う な じ に 光 の 粒 を 鏤
め た よ う な 緑 灰 色 の 宝 石 の 粉 が 貼 り 付 い て い る 。 彼 女 の 声 は 天 の 星 が 震 え た よ う に 繊 細 で 、
音 楽 的 で あ る 。 細 い が 意 志 の 強 そ う な 二 の 腕 に は 、 琥 珀 と 黄 金 の 腕 飾 り が 三 対 鳴 っ て お り 、
光 を 反 射 し て 燃 え 上 が っ て い る か の よ う だ 。 深 い エ メ ラ ル ド ・ グ リ ー ン の 胴 着 は 、 細 身 だ
が 厚 地 で 性 差 を 隠 す よ う に 直 線 的 だ 。 正 義 の 審 判 を 下 す た め に 舞 い 降 り た 深 い 青 緑 の サ ン
ダ ル を 履 い た 両 足 は 、 天 秤 の 上 で 均 衡 を 保 つ よ う に 、 宙 に 浮 い て い る 。

彼 女 は 、 角 杯 を 携 え て い る 。

「 シ ュ ハ エ ル の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」

支 配 者 の 貫 禄 を 備 え 、 女 性 的 魅 力 に 満 ち 溢 れ た 天 使 。 霊 的 な 炎 の 王 冠 を 深 紅 の 髪 の 上 に
か ぶ り 、 光 翼 は 左 右 に 大 き く 開 き 、 白 輝 光 の な か に 黄 金 の 斑 紋 を ち ら つ か せ て い る 。 神 秘
的 な 文 字 を 凝 結 さ せ た 言 葉 の 首 飾 り を オ リ ー ブ 色 の 襟 飾 り の 上 に 走 ら せ 、 胴 回 り が エ メ ラ
ル ド 色 の 輝 き を 放 つ ド レ ス は 、 袖 の 部 分 が 燃 え 上 が る よ う な 深 朱 に な り 、 全 体 に 強 烈 な 力
の 感 覚 を 放 射 し て い る 。 深 い 青 緑 の サ ン ダ ル を 履 い た 両 足 は 、 ツ ィ ラ エ ル と 同 様 に 天 秤 の
上 で 均 衡 を 保 つ よ う に 、 宙 に 浮 い て い る 。

彼 女 は 、 右 手 に 緑 の 宝 石 で 作 ら れ た エ ジ プ ト 十 字 架 を 携 え て い る 。

２ ア ス ト ラ ル 神 殿 の 構 造
ａ イ ェ ツ ィ ラ ー 神 殿 の 配 置

神 殿 は 、 円 形 で 、 東 、 南 東 、 北 東 及 び 西 に 小 径 の 扉 が 開 い て い る 。
当 然 の こ と な が ら 、 こ れ ら は 、 サ メ ク （ 東 ） 、 ツ ァ ダ イ （ 南 東 ） 、 レ シ ュ （ 北 西 ） そ し

て 、 タ ウ （ 西 ） の 小 径 に 対 応 す る 扉 で あ る 。
神 殿 に 西 の タ ウ の 扉 か ら 入 る と 、 す ぐ 前 に 三 日 月 形 の 池 、 ま た は 、 浴 槽 が あ る 。 そ の 上

は 真 珠 母 の ア ー チ 、 つ ま り 小 型 の 眼 鏡 橋 が か か っ て お り 、 ま っ す ぐ に 神 殿 の 中 心 に 行 け る 。
そ の 中 心 部 に は 、 大 き な 大 理 石 の 立 法 石 が 二 つ 縦 に 重 ね ら れ 祭 壇 と な っ て い る 。 今 回 は 、
こ の 祭 壇 は 直 接 使 用 さ れ な い が 、 神 殿 の 要 で あ る 。

神 殿 は 、 四 隅 点 に お い て 、 四 つ の 領 域 に 分 割 さ れ る 。
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す な わ ち 、 次 の 「 立 体 天 球 」 の 王 女 の 領 域 に 対 応 す る よ う に 分 割 さ れ て い る 。

東 部 （ 北 東 ～ 南 東 ） ： 剣 の 王 女 の 領 域 ・ ・ ・ 風 に 対 す る 親 和 力
南 部 （ 南 東 ～ 南 西 ） ： 棒 の 王 女 の 領 域 ・ ・ ・ 火 に 対 す る 親 和 力
西 部 （ 南 西 ～ 北 西 ） ： 杯 の 王 女 の 領 域 ・ ・ ・ 水 に 対 す る 親 和 力
北 部 （ 北 西 ～ 北 東 ） ： 盤 の 王 女 の 領 域 ・ ・ ・ 地 に 対 す る 親 和 力

サ メ ク の 扉
☆

Ｄ Ａ

レ シ ュ の 扉 ツ ァ ダ イ の 扉
☆ ☆

Ｄ Ｐ Ｄ Ｖ

Ｐ o fＳ

Ｐo fＰ Ｐ o fＷ

☆ 主 祭 壇 ☆
☆ 女 性 参 加 者 ☆ DC 男 性 参 加 者 ☆
☆ ☆

池 ア 池
Ι
チ

Ｐo fＣ
Ｄ Ｂ
☆

タ ウ の 扉

３ 身 辺 の 準 備
ａ 部 屋 の 準 備

部 屋 を 暖 か く し 、 プ ラ イ バ シ ー を 保 護 で き る よ う な 態 勢 づ く り を す る 。 （ 家 族 に 部 屋 に
入 ら な い よ う に 断 っ て か ら ド ア の 鍵 を 閉 め る 等 ） 、 携 帯 電 話 、 ア ラ ー ム の 類 は あ ら か じ め
切 っ て お く 。 部 屋 の 中 央 に 椅 子 か 、 ソ フ ァ ー を 置 き 、 そ の 他 の 不 要 な も の を 片 づ け る 。

ｂ シ ナ リ オ
シ ナ リ オ 文 書 を 一 部 、 手 軽 に 確 認 で き る 場 所 に 置 く 。 シ ナ リ オ の 流 れ を 暗 記 で き な か っ

た ら 、 自 分 以 外 の パ ー ト の 台 詞 と ト 書 を テ ー プ に 吹 き 込 ん で お く 。
ｃ 直 前 の 手 順

開 始 す る 前 に 手 を 洗 い （ 儀 式 的 沐 浴 ） 、 法 衣 （ ま た は 身 体 を 締 め 付 け な い 服 装 ） に 着 替
え 、 Ｌ Ｂ Ｒ Ｐ を 行 っ て 椅 子 に 座 り 、 中 央 の 柱 の 行 法 で 活 性 化 す る 。
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第 ２ 章 儀 式

参 加 者 は 、 座 っ た ま ま 目 を 閉 じ 、 自 分 の ア ス ト ラ ル 的 姿 形 を 形 成 す る 。 前 方 に 光 体 を 形 成 す
る 。 自 ら が 輝 く 光 の 法 衣 を 纏 う 様 子 を 強 く 視 覚 化 す る 。

光 の 法 衣 の 着 用 が 終 了 し た ら 、 沈 黙 し 儀 式 の 背 後 に あ る 意 味 を 黙 想 し つ つ 待 つ 。
Ｄ Ｃ 、 Ｄ Ａ 、 Ｄ Ｖ 、 Ｄ Ｐ 、 Ｄ Ｂ の 順 番 で 神 殿 に 入 る 。
順 番 が 来 た ら 、 自 分 の 光 体 の 身 体 を 立 ち 上 が ら せ 、 肉 体 を 脱 ぎ 捨 て た ま ま 、 前 に 進 み 光 の ト

ン ネ ル を 通 過 し て 、 ア ス ト ラ ル 神 殿 の 外 庭 に 着 地 し 、 扉 の 前 に 立 つ 。 マ ル ク ト 神 殿 の ヤ キ ン と
ボ ア ズ の 柱 を 通 過 し 、 青 銅 の 扉 に 面 す る と 、 扉 の 表 面 に 刻 ま れ た Ｉ Ｏ Ｓ の 三 文 字 が 内 側 か ら 光
を 発 し 、 扉 は 音 も な く 両 側 に 開 く 。

神 殿 の 内 陣 広 間 に 通 じ る 廊 室 に お い て 、 入 場 の 順 番 に 司 官 た ち が 並 ぶ 。
先 頭 に 立 ち 、 集 ま っ た 参 加 者 を 振 り 返 る Ｄ Ｃ が 静 か に 命 じ る 。 「 ウ シ ャ ブ テ ィ を 纏 う べ

し 。 」 Ｄ Ｃ は 、 率 先 し て 「 小 神 像 （ ウ シ ャ ブ テ ィ ） 」 を 纏 う 。
す な わ ち 頭 頂 の 光 球 か ら 光 を 拡 散 し 、 や わ ら か な 膜 の よ う な 形 に 引 き 延 ば し て 、 喉 の 光 球 に

結 び つ け 、 さ ら に 胸 と 背 を 通 し て 、 胴 の 光 球 を 振 動 さ せ 、 腰 を 振 動 さ せ 、 最 後 は 足 下 の 光 球 を
振 動 さ せ 、 全 身 を ひ と つ の 巨 大 な 光 の 膜 で 包 み 込 ん で し ま う 。 そ の 無 定 型 の オ ー ラ の 卵 を 好 み
の 神 、 天 使 、 神 話 的 形 態 に 変 化 さ せ る 。 こ の 場 合 は 、 司 官 は 顔 の な い ア ケ フ ァ ロ ス の 姿 形 を ま
と う 。 参 加 者 は 、 文 字 通 り エ ジ プ ト 神 話 の 代 理 神 像 で あ る 直 立 し た 人 間 の 姿 を も つ 霊 的 姿 形 を
纏 う 。

Ｄ Ｃ が 、 マ ル ク ト 神 殿 の 市 松 模 様 の 床 に 最 初 の 一 歩 を 踏 み 入 れ る 。
東 に 立 ち 、 呼 吸 と 中 央 の 柱 で 魔 法 鏡 を 活 性 化 し た の ち 、 神 殿 の 境 界 ま で オ ー ラ を 拡 張 し 、 神

殿 を 黄 金 の 光 で 満 た す 。 こ れ ら が 完 全 に 成 し 遂 げ ら れ た ら 、 神 殿 の 中 央 に 立 ち 、 西 を 向 き 合 図
の 鈴 を 鳴 ら す 。

Ｄ Ｃ の 霊 的 な 鈴 の 合 図 で 、 Ｄ Ａ を 先 頭 に 廊 室 か ら 入 場 を 開 始 す る 。

最 初 に Ｄ Ａ が 入 室 し て 、 北 を 通 過 し て 、 東 の 壁 に 行 き 、 東 を 向 い て 立 つ 。 続 い て Ｄ Ｖ が 入 室
し て 、 右 回 り に ３ ／ ４ 周 し 、 南 壁 の 中 央 に 東 を 向 い て 立 つ 。 Ｄ Ｐ が 続 き 、 １ 周 し て 西 側 の 壁 、
外 部 の 通 廊 の 右 手 に 立 つ 。 司 官 と し て は 最 後 に Ｄ Ｂ が 入 室 し 、 １ 周 と ４ 分 の １ 周 り 、 北 の 壁 に
東 を 向 い て 立 つ 。 他 の 参 加 者 は 、 Ｄ Ｂ の 後 を 追 い 、 女 性 は そ の ま ま 北 の 壁 に 、 男 性 は Ｄ Ｂ が 止
ま っ た あ と さ ら に 半 周 し て 南 の 壁 に 並 ぶ 。

Ｄ Ｃ は 、 内 側 を 向 い た ま ま 次 の 言 葉 を 宣 言 す る 。
Ｄ Ｃ ： 「 ヘ カ ス ヘ カ ス エ ス テ ベ ベ ロ イ Ｉ ∴ Ｏ ∴ Ｓ ∴ － － － ロ ッ ジ の 兄 弟 姉 妹 た ち よ 。

上 位 の 神 殿 へ 続 く 小 径 を 開 か ん 。 」

Ｄ Ｃ は そ の 場 で 半 回 転 し 、 神 殿 の 中 央 で 東 を 向 く と 、 静 か に 頭 を 上 に 向 け る 。
天 井 を 向 い た ま ま 、 思 念 を 上 空 遥 か 彼 方 の 別 平 面 に 集 中 し 、 ホ レ ム の 韻 を 低 く 小 さ く 、 そ し

て 徐 々 に 高 く 、 大 き く 響 か せ て い く 。
Ｄ Ｃ ： 「 Ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ・ ・ ・ ・ ・ 」

無 限 の 彼 方 に お い て 、 何 か が 感 応 し 、 神 殿 に 向 か っ て 巨 大 な 引 力 が 発 生 す る 。 Ｄ Ｃ は 、 ホ レ
ム 韻 を 続 け な が ら 首 を 徐 々 に 下 げ 、 そ れ と と も 引 力 は 感 知 で き る ほ ど 強 く 神 殿 の 全 員 の 身 体 を
上 方 に 引 き 寄 せ た 。 そ れ は Ｄ Ｃ と 上 方 の 宇 宙 の 一 角 に 存 在 す る 磁 石 が 引 き 合 う ご と く で あ っ た 。
Ｄ Ｃ ： 「 主 は 、 上 に 向 か い て 、 高 さ を 定 め た ま え り 。 」

続 い て 、 Ｄ Ｂ が 東 を 向 い た ま ま 、 首 を 水 平 に 左 に 動 か し 、 カ メ ツ の 韻 を 唱 え る 。
Ｄ Ｂ ： 「 Ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ・ ・ ・ ・ ・ 」

強 い 誘 因 力 が 左 側 、 つ ま り 神 殿 の 北 側 の 宇 宙 に 発 生 す る 。 Ｄ Ｂ は 、 そ の 引 力 を た ぐ り 寄 せ る
よ う に 、 カ メ ツ の 韻 を 唱 え 続 け 、 首 を 左 か ら 中 心 に 、 そ し て 右 側 へ 平 行 移 動 さ せ る 。 北 方 か ら
の 引 力 で 、 全 員 の 身 体 が 左 に 引 き 寄 せ ら れ た 。 Ｄ Ｂ は 静 か に 首 を 元 に 戻 し 韻 律 の 詠 唱 を や め る 。
Ｄ Ｂ ： 「 主 は 、 北 か ら 南 に 定 め た ま え り 。 」

さ ら に 、 Ｄ Ｖ が 東 を 向 い た ま ま 、 Ｄ Ｂ と は 逆 の 仕 草 で 右 手 、 つ ま り 神 殿 の 南 の 宇 宙 か ら 巨 大
な 引 力 を 召 喚 し た 。 首 を 右 に ス ラ イ ド さ せ 、 ツ ェ レ の 韻 を 唱 え な が ら 左 へ た ぐ り よ せ る 。
Ｄ Ｖ ： 「 Ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ・ ・ ・ ・ ・ 」

南 北 の 重 力 の 軸 が 形 成 さ れ る 。 カ メ ツ と ツ ェ レ の 韻 が 召 喚 し た 引 力 が 均 衡 し た 。
Ｄ Ｖ ： 「 主 は 、 南 か ら 北 に 定 め た ま え り 。 」

続 い て 、 Ｄ Ｃ の 後 方 に 位 置 す る Ｄ Ｐ が 、 ヒ レ ク の 韻 を 唱 え る 。 ゆ っ く り と 顎 を 沈 み こ ま せ な
が ら 、 ヒ レ ク の 韻 で 下 方 の 無 限 遠 の 彼 方 の 引 力 を 誘 導 す る 。
Ｄ Ｐ ： 「 Ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ・ ・ ・ ・ ・ 」

ホ レ ム の 韻 が 召 喚 し た 上 方 か ら の 引 力 と ヒ レ ク の 韻 が 召 喚 し た 下 方 か ら の 引 力 が 均 衡 し た 。
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神 殿 に 垂 直 の 重 力 の 柱 が 形 成 さ れ た 。
Ｄ Ｂ ： 「 主 は 、 下 に 向 か い て 、 深 さ を 定 め た ま え り 。 」

最 後 に Ｄ Ａ が 、 シ ュ レ ク の 韻 を 用 い て 、 前 方 、 つ ま り 東 の 宇 宙 か ら 引 力 を 召 喚 す る 。 首 を ほ
ぼ 水 平 に し た ま ま 前 方 に 突 き だ し 、 ゆ っ く り と 引 く 。
Ｄ Ａ ： 「 Ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ・ ・ ・ ・ ・ 」

音 の 高 ま り と と も に 儀 式 的 東 方 の 中 心 点 、 タ ウ の 扉 が 明 滅 し 始 め た 。 参 加 者 全 員 が 前 方 か ら
の 強 い 引 力 を 感 じ る 。

Ｄ Ｃ は 、 Ｄ Ａ を 通 り 越 し 東 の 中 央 の 扉 に 向 か い 《 ヴ ェ ー ル を 開 く 》 合 図 を 行 う 。 タ ウ の 扉 は 、
強 い 紫 色 の 光 で 輝 い た 。 Ｄ Ａ は 、 シ ュ レ ク の 韻 を 高 く 大 き く 唱 え 続 け る 。 そ の ピ ッ チ の 上 昇 と
と も に 、 引 力 が 益 々 増 大 す る 。

Ｄ Ｃ は 、 手 に し た オ ー ブ の 棒 で 、 扉 の 上 に 月 の 召 喚 の ユ ニ カ ー サ ル ・ ヘ キ サ グ ラ ム を 描 く 。
正 面 の タ ウ の 扉 は 、 爆 発 的 な 紫 の 閃 光 を 放 つ と 、 扉 の 表 面 が 一 瞬 に 消 滅 す る ご と く 開 い た 。

開 け 放 っ た 扉 の 奥 に 銀 白 色 の 霧 が 立 ち こ め た 小 径 が 見 え る 。 参 加 者 全 員 は 、 巨 大 な 見 え な い 手
で 前 に 押 し や ら れ る よ う に 、 東 方 か ら の 引 力 に 従 い 前 進 し 、 扉 に 吸 い 込 ま れ て い く 。

Ｄ Ａ の 声 が 朗 々 と 響 く 。
Ｄ Ａ ： 「 主 は 、 東 か ら 西 に 定 め た ま え り 。 」

Ｄ Ｃ （ 霊 ） は 、 率 先 し て 小 径 に 入 り 、 先 ほ ど と 同 じ く 、 Ｄ Ａ （ 風 ） － Ｄ Ｖ （ 火 ） － Ｄ Ｐ
（ 水 ） － Ｄ Ｂ （ 地 ） の 象 徴 順 序 で 、 小 径 を 越 え る 。

イ ェ ソ ド の 神 殿 に 入 る 。
Ｄ Ｃ は 、 円 形 の 神 殿 の 西 か ら 入 り 、 月 の 泉 盤 を 跨 ぐ 真 珠 母 色 の ア ー チ を 越 え て 、 祭 壇 の あ る

神 殿 の 中 央 に と ど ま る 。 Ｄ Ａ は 、 ア ー チ を 越 え Ｄ Ｃ を 通 り 過 ぎ て 東 に 行 き 、 サ メ ク の 扉 の 前 に
立 つ 。 Ｄ Ｖ は 、 西 か ら 右 へ 回 り 込 み 南 を 通 過 し て 、 南 東 の ツ ァ ダ イ の 扉 に 辿 り 着 く 。 Ｄ Ｐ は 、
Ｄ Ｖ の あ と か ら 入 場 し 、 反 対 に 左 に 折 れ て 、 北 を 経 由 し て 北 東 の レ シ ュ の 扉 の 前 に 立 つ 。 Ｄ Ｂ
が Ｄ Ｐ の 後 か ら 入 り 西 の タ ウ の 扉 の 横 に 立 つ 。 男 性 の 参 列 者 は 、 右 へ 折 れ 、 神 殿 の 南 に 行 く 。
女 性 の 参 加 者 は 、 左 に 折 れ 、 神 殿 の 北 に 行 く 。

各 司 官 は 、 祭 壇 の 方 を 向 い て 、 今 一 度 ア ケ フ ァ ロ ス の 神 の 姿 形 を 玉 座 に 相 応 し い 巨 大 な 姿 に
拡 大 し て い く 。

全 員 が 自 分 の 位 置 に つ い た と き 、 神 殿 の 北 東 に あ る Ｄ Ｐ が 発 言 す る 。
Ｄ Ｐ ： 「 無 数 の 星 々 が 蝟 集 し 、 光 の 河 を 生 み 出 し た り

汝 の 白 熱 す る 鉄 鉤 が 宇 宙 の 火 花 を 掬 い あ げ る 。
Ｙ ｉ Ｈ ｉ Ｖ ｉ Ｈ ｉ
Ｙ ｉ ｉ Ｈ ｉ ｉ Ｖ ｉ ｉ Ｈ ｉ ｉ
Ｙ ｉ ｉ ｉ ・ ・ ・ Ｈ ｉ ｉ ｉ ・ ・ ・ Ｖ ｉ ｉ ｉ ・ ・ ・ Ｈ ｉ ｉ ｉ ・ ・ ・
ヒ レ ク の 韻 律 を 支 配 す る 天 使 Ｒ Ｖ Ｋ Ａ Ｌ よ
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

南 東 に 立 つ Ｄ Ｖ の 上 に 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 が 、 Ｄ Ｖ の ウ シ ャ ブ テ ィ の 上
に 重 な っ た 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 ル カ ル の テ レ ズ マ 的 姿 形 が 融 合 し 、 再 形
成 さ れ て Ｄ Ｖ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｖ が 答 え る 。
Ｄ Ｖ ： 「 わ れ は 、 ケ ル ブ ・ ル カ ル 。

ネ ツ ァ ク の 紋 章 の 守 護 者 に し て
竜 の 第 １ の と ぐ ろ を 支 え る 天 上 の 火 の 運 び 手 な り 。 」

神 殿 の 南 東 に あ る Ｄ Ｖ が 発 言 す る 。
Ｄ Ｖ ： 「 大 い な る 光 の 海 が 汝 の 前 に 広 が り

太 陽 の 獅 子 吼 を 反 射 す る 水 、 光 に 見 ま が う 水 面 こ そ 汝 が 真 骨 頂 な り
Ｙ ｅ Ｈ ｅ Ｖ ｅ Ｈ ｅ
Ｙ ｅ ｅ Ｈ ｅ ｅ Ｖ ｅ ｅ Ｈ ｅ ｅ
Ｙ ｅ ｅ ｅ ・ ・ ・ Ｈ ｅ ｅ ｅ ・ ・ ・ Ｖ ｅ ｅ ｅ ・ ・ ・ Ｈ ｅ ｅ ｅ ・ ・ ・
ツ ェ レ の 韻 律 を 支 配 す る 天 使 Ｔ ｚ Ｉ Ｒ Ａ Ｌ よ
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

南 東 に 立 つ Ｄ Ｐ の 上 に 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 が 、 Ｄ Ｐ の ウ シ ャ ブ テ ィ の 上
に 重 な っ た 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 ツ ィ ラ エ ル の テ レ ズ マ 的 姿 形 が 融 合 し 、
再 形 成 さ れ て Ｄ Ｐ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｐ が 答 え る 。
Ｄ Ｖ ： 「 わ れ は 、 ケ ル ブ ・ ツ ィ ラ エ ル 。

ビ ナ ー の 紋 章 の 守 護 者 に し て
竜 の 第 ２ の と ぐ ろ を 支 え る 天 上 の 水 の 運 び 手 な り 。 」
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神 殿 の 西 に 立 つ Ｄ Ｂ が 発 言 す る 。
Ｄ Ｂ ： 「 宇 宙 の 東 の 地 平 線 よ り 、 霊 の 太 陽 が 昇 ら ん と す る 。

光 に ま で 昇 華 し た 風 が 汝 を 呼 ぶ 。
Ｙ ｏ Ｈ ｏ Ｖ ｏ Ｈ ｏ
Ｙ ｏ ｏ Ｈ ｏ ｏ Ｖ ｏ ｏ Ｈ ｏ ｏ
Ｙ ｏ ｏ ｏ ・ ・ ・ Ｈ ｏ ｏ ｏ ・ ・ ・ Ｖ ｏ ｏ ｏ ・ ・ ・ Ｈ ｏ ｏ ｏ ・ ・ ・
ホ レ ム の 韻 律 を 支 配 す る 天 使 Ｃ ｈ Ｏ Ｒ Ｖ Ｎ よ
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

東 に 立 つ Ｄ Ａ の 上 に 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 が 、 Ｄ Ａ の ウ シ ャ ブ テ ィ の 上 に
重 な っ た 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 ホ ロ ン の テ レ ズ マ 的 姿 形 が 融 合 し 、 再 形 成
さ れ て Ｄ Ａ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ａ が 答 え る 。
Ｄ Ａ ： 「 わ れ は 、 ケ ル ブ ・ ホ ロ ン 。

テ ィ フ ァ レ ト の 紋 章 の 守 護 者 に し て
竜 の 第 ３ の と ぐ ろ を 支 え る 天 上 の 風 の 運 び 手 な り 。 」

東 か ら Ｄ Ａ が 発 言 す る 。
Ｄ Ａ ： 「 不 動 の 大 地 に 潜 む 力 よ 、 脈 動 す る 潜 在 力 、

密 か に 育 む 深 奥 の 息 吹 、 伏 在 す る 龍 こ そ 汝 の 名 な り
Ｙ ｕ Ｈ ｕ Ｖ ｕ Ｈ ｕ
Ｙ ｕ ｕ Ｈ ｕ ｕ Ｖ ｕ ｕ Ｈ ｕ ｕ
Ｙ ｕ ｕ ｕ ・ ・ ・ Ｈ ｕ ｕ ｕ ・ ・ ・ Ｖ ｕ ｕ ｕ ・ ・ ・ Ｈ ｕ ｕ ｕ ・ ・ ・
シ ュ レ ク の 韻 律 を 支 配 す る 天 使 Ｓ ｈ Ｖ Ｈ Ａ Ｌ よ
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

西 の タ ウ の 扉 の 前 に い る Ｄ Ｂ は 、 背 後 の 地 平 線 か ら 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像
を ウ シ ャ ブ テ ィ の 上 に 纏 う 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 シ ュ ハ エ ル の テ レ ズ マ 的
姿 形 が 融 合 し 、 再 形 成 さ れ て Ｄ Ｂ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｂ が 答 え る 。
Ｄ Ｂ ： 「 わ れ は 、 ケ ル ブ ・ シ ュ ハ エ ル 。

イ ェ ソ ド の 紋 章 の 守 護 者 に し て
竜 の 第 ４ の と ぐ ろ を 支 え る 天 上 の 地 の 運 び 手 な り 。 」

四 司 官 が 召 喚 を 終 了 し た と き 、 神 殿 の 中 心 か ら Ｄ Ｃ が 発 言 す る 。

Ｄ Ｃ ： 「 か そ け き 神 殿 の 奥 底 か ら 神 秘 な る 技 が 生 ま れ ん 。
わ れ は 、 宇 宙 の 軸 を 回 さ ん 。
Ｙ ａ Ｈ ａ Ｖ ａ Ｈ ａ
Ｙ ａ ａ Ｈ ａ ａ Ｖ ａ ａ Ｈ ａ ａ
Ｙ ａ ａ ａ ・ ・ ・ Ｈ ａ ａ ａ ・ ・ ・ Ｖ ａ ａ ａ ・ ・ ・ Ｈ ａ ａ ａ ・ ・ ・ ・
カ メ ツ の 韻 律 を 支 配 す る 天 使 Ｋ Ｖ Ｒ Ｍ Ｌ よ
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

祭 壇 の 傍 ら に い る Ｄ Ｃ の 上 に 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 が ウ シ ャ ブ テ ィ を 呑 み
込 む 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 ク ル マ ル の テ レ ズ マ 的 姿 形 が 融 合 し 、 再 形 成 さ
れ て Ｄ Ｃ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｃ が 答 え る 。
Ｄ Ｃ ： 「 わ れ は 、 ケ ル ブ ・ ク ル マ ル 。

ケ テ ル の 紋 章 の 守 護 者 に し て
竜 を 回 す 軸 を 支 え る 天 上 の 霊 の 運 び 手 な り 。 」

Ｄ Ｃ が 宣 言 す る 。
Ｄ Ｃ ： 「 祭 壇 に 宇 宙 の 軸 を 召 喚 せ ん 。 」

四 人 の 司 官 は 、 玉 座 を 離 れ 祭 壇 に 近 づ い て 、 両 手 を 互 い に 握 り 祭 壇 を 囲 む 。
Ｄ Ｃ が そ の 輪 の 上 に 手 を か ざ す 。

Ｄ Ｃ ： 「 生 け る エ ロ ヒ ム の 霊 、 永 劫 に わ た り 至 福 を 受 け ん こ と を
主 の 声 、 主 の 霊 、 主 の 言 葉 、 こ れ ら が 聖 霊 で あ る 。
Ａ ａ Ａ ｏ Ａ ａ Ａ ａ Ａ ａ Ａ ｅ Ａ ａ Ａ ｉ Ａ ａ Ａ ｕ 」

Ｄ Ａ ： 「 主 は 霊 よ り 風 を つ く り 、 風 の な か に 文 字 を 置 か れ た 。
Ａ ｏ Ｖ ｏ Ａ ｏ Ｖ ａ Ａ ｏ Ｖ ｅ Ａ ｏ Ｖ ｉ Ａ ｏ Ｖ ｕ 」

Ｄ Ｐ ： 「 主 は 、 原 初 の 水 を 風 の な か か ら 抜 き 、 文 字 を 定 め ら れ た 。
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Ａ ｅ Ｈ ｏ Ａ ｅ Ｈ ａ Ａ ｅ Ｈ ｅ Ａ ｅ Ｈ ｉ Ａ ｅ Ｈ ｕ 」
Ｄ Ｖ ： 「 主 は 、 火 を 水 か ら 抜 き 出 し 、 火 に よ っ て 栄 光 の 玉 座 を 刻 ま れ た 。

Ａ ｉ Ｙ ｏ Ａ ｉ Ｙ ａ Ａ ｉ Ｙ ｅ Ａ ｉ Ｙ ｉ Ａ ｉ Ｙ ｕ 」
Ｄ Ｂ ： 「 主 が 雪 を 文 字 に 注 が れ る と 地 に な っ た 。

Ａ ｕ Ｈ ｏ Ａ ｕ Ｈ ａ Ａ ｕ Ｈ ｅ Ａ ｕ Ｈ ｉ Ａ ｕ Ｈ ｕ 」

Ｄ Ｃ が 宣 言 す る 。
Ｄ Ｃ ： 「 大 い な る 周 行 を も っ て 、 飛 翔 す る 竜 の 術 式 を 執 行 せ ん 。 」

四 司 官 は 東 を 向 き 、 Ｄ Ｖ 、 Ｄ Ｐ 、 Ｄ Ａ 、 Ｄ Ｂ の 順 に 東 の サ メ ク の 扉 の 前 に 並 ぶ 。
Ｄ Ｖ が 右 回 り の 周 行 を 開 始 す る 。 Ｄ Ｐ が そ れ に 続 き 南 に 行 く 。
Ｄ Ａ は 、 歩 き 始 め る が 、 そ の 歩 み は の ろ く 、 神 殿 の 中 央 に 引 き 寄 せ ら れ る 。 Ｄ Ｂ が 外 側 を 追

い 越 す 。 Ｄ Ａ は 、 最 後 尾 と な る 。
ツ ァ ダ イ の 門 を 通 過 し た Ｄ Ｖ の 歩 み が 落 ち 、 内 側 に 引 き 寄 せ ら れ る 。 Ｄ Ｐ 、 Ｄ Ｂ 、 Ｄ Ａ が そ

の 横 を 通 過 す る 。 Ｄ Ｖ は 、 最 後 尾 に つ く 。
Ｄ Ｐ は 、 南 西 点 を 通 過 す る と 歩 み が 遅 く 、 内 側 に 引 き 寄 せ ら れ る 。 Ｄ Ｂ 、 Ｄ Ａ 、 Ｄ Ｖ が 外 側

を 追 い 越 し て い く 。 Ｄ Ｐ は 、 最 後 尾 に つ く 。
Ｄ Ｂ は 、 北 西 点 を 通 過 す る と 歩 み が 遅 く 、 内 側 に 引 き 寄 せ ら れ る 。 Ｄ Ａ 、 Ｄ Ｖ 、 Ｄ Ｐ が そ の

外 側 を 通 過 す る 。 Ｄ Ｂ は 、 最 後 尾 に つ く 。
Ｄ Ａ は 、 レ シ ュ の 門 を 通 過 す る と 歩 み が 落 ち 、 以 下 、 同 じ よ う に 順 序 を 入 れ 替 え な が ら 、 右

回 り に 三 周 す る 。

３ 周 目 は 、 各 玉 座 の 前 で 停 止 し た 司 官 は 、 列 の 最 後 尾 に は つ か ず 、 ひ と り づ つ 人 数 を 減 じ て
元 の 位 置 に 戻 る 。

Ｄ Ｃ ： 「 神 秘 な る 周 行 は 完 成 し 、 竜 は 天 球 を 周 回 せ り 。
昼 と 夜 は 均 衡 し 、 春 分 は 到 来 せ り 。 」

Ｄ Ｖ は 、 祭 壇 に 南 東 か ら 近 づ く 。
Ｄ Ｖ は 、 ホ ル ス の サ イ ン を 行 う 。 Ｄ Ｖ と Ｄ Ｃ は 、 祭 壇 の 上 に 身 を 乗 り 出 し 、 他 者 に 聞 か れ ぬ

よ う パ ス ワ ー ド を 交 換 す る 。
Ｄ Ｖ ： 「 全 き 光 に 拝 礼 す 。 闇 は 光 に 内 在 せ り 。

神 殿 の 古 き パ ス ワ ー ド は ・ ・ ・ な り 。 」
Ｄ Ｖ と Ｄ Ｃ は 、 身 を 離 し 、 Ｄ Ｃ が ハ ー ポ ク ラ テ ス の サ イ ン を 行 う 。 Ｄ Ｖ は 、 元 の 位 置 に 戻 る 。

次 に 、 Ｄ Ｐ が 北 東 か ら 祭 壇 に 近 づ き 、 今 度 は Ｄ Ｃ が ホ ル ス の サ イ ン を 行 う 。 両 者 は 身 を 乗 り
出 し て 、 パ ス ワ ー ド を 交 換 す る 。
Ｄ Ｃ ： 「 深 き 闇 に 拝 礼 す 。 光 は 闇 よ り 生 ま れ た り 。 」

神 殿 の 新 し き パ ス ワ ー ド は ・ ・ ・ な り 。 」
身 を 離 し 、 Ｄ Ｐ が ハ ー ポ ク ラ テ ス の サ イ ン を 行 う 。 Ｄ Ｐ は 、 元 の 位 置 に 戻 る 。

Ｄ Ｃ ： 「 パ ス ワ ー ド は 交 換 さ れ た 。 」

司 官 を 含 め た 全 員 が 祭 壇 を 取 り 囲 む 。

Ｄ Ｃ ： 「 腕 を 組 み 、 手 と 手 を 取 り て 、 わ れ ら の オ ー ラ を ひ と つ に 融 け 合 わ せ よ う 。
無 敵 な る 主 の 顕 現 に あ ず か り て 、 わ れ ら の 霊 魂 を ひ と つ と な し 、 祭 壇 に 注 ぎ 込 ま ん 。
そ を も ち て 、 こ の 神 殿 は 栄 光 の 場 と な ら ん 。 」

全 員 が 手 を 組 み 人 間 の 輪 の な か に 祭 壇 を 包 み 込 む 。 手 を 放 す こ と な く 次 を 唱 え る 。
Ｄ Ｃ ： 「 主 よ 。 わ れ ら は 自 ら を 捧 げ ん 。 わ が 心 臓 と 霊 魂 は 、 汝 へ の 絶 ゆ る こ と な き 供 物 と な ら

ん 。 汝 が 御 手 の 技 の 裔 を 受 け 、 汝 の 意 志 の ま ま に 与 え 、 奪 い た ま え 。 ア ー メ ン 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 聖 な る か な 、 汝 、 宇 宙 の 主 よ ！
聖 な る か な 、 汝 、 自 然 の 造 ら ざ る 者 よ ！
聖 な る か な 、 汝 、 広 大 に し て 強 大 な る 者 よ ！
光 と 闇 の 主 よ 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 聖 な る 場 に 神 秘 な る 逆 周 行 を 起 こ さ ん 。 」
先 ほ ど と は 逆 に 竜 の 尾 の 順 序 で 、 Ｄ Ｂ 、 Ｄ Ａ 、 Ｄ Ｐ 、 Ｄ Ｖ の 列 が 西 へ 向 か う 。
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左 回 り の 周 行 が 始 ま り 、 西 の 四 半 分 で Ｄ Ｂ が 列 の 後 尾 に 行 き 、 Ｄ Ａ 、 Ｄ Ｐ 、 Ｄ Ｖ 、 Ｄ Ｂ の 列
が 南 に 向 か う 。

以 後 、 同 じ よ う に 順 序 を 入 れ 替 え な が ら 、 ３ 周 し 、 最 後 の 周 行 で 自 分 の 場 に 戻 っ て 止 ま る 。

Ｄ Ｃ ： 「 神 秘 な る 逆 周 行 は 完 成 し た 。 玉 座 を 解 放 せ ん 。 」

Ｄ Ｂ ： 「 Ｈ ｏ Ａ ｕ Ｈ ａ Ａ ｕ Ｈ ｅ Ａ ｕ Ｈ ｉ Ａ ｕ Ｈ ｕ Ａ ｕ 」
Ｄ Ｖ ： 「 Ｙ ｏ Ａ ｉ Ｙ ａ Ａ ｉ Ｙ ｅ Ａ ｉ Ｙ ｉ Ａ ｉ Ｙ ｕ Ａ ｉ 」
Ｄ Ｐ ： 「 Ｈ ｏ Ａ ｅ Ｈ ａ Ａ ｅ Ｈ ｅ Ａ ｅ Ｈ ｉ Ａ ｅ Ｈ ｕ Ａ ｅ 」
Ｄ Ａ ： 「 Ｖ ｏ Ａ ｏ Ｖ ａ Ａ ｏ Ｖ ｅ Ａ ｏ Ｖ ｉ Ａ ｏ Ｖ ｕ Ａ ｏ 」
Ｄ Ｃ ： 「 Ａ ｏ Ａ ａ Ａ ａ Ａ ａ Ａ ｅ Ａ ａ Ａ ｉ Ａ ａ Ａ ｕ Ａ ａ 」

Ｄ Ｖ ： 「 イ ェ ツ ィ ラ ー の 天 使 ケ ル ビ ム よ 。
砂 時 計 を 通 り 、 イ ェ ツ ィ ラ ー に 戻 る と き が 来 た 。
魔 術 師 の 肉 体 を 脱 ぎ 捨 て 、 光 へ と 帰 還 せ ん 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 宇 宙 の 韻 律 と 調 和 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 聖 霊 は 、 森 羅 万 象 の 上 に あ り 、 下 に あ り 、 内 に あ り 、 外 に も あ る 。
主 よ 、 生 け る 霊 と 人 の 子 ら に 、 法 悦 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
ケ ル ブ ・ ク ル マ ル は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ｂ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 大 地 の 輝 き と 喜 び に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 栄 光 は あ ま ね く 地 上 を 満 た し 、 わ れ ら に 恵 み を も た ら し た り 。
主 よ 、 地 母 神 た る 大 地 と 人 の 子 ら に 、 愛 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
ケ ル ブ ・ シ ュ ハ エ ル は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ａ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 天 の 音 楽 の 響 く 大 空 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 御 言 葉 は 、 星 々 の 歌 声 に 彩 ら れ 、 わ れ ら に 希 望 を も た ら し た り 。
主 よ 、 や さ し き 風 と 人 の 子 ら に 、 英 知 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
ケ ル ブ ・ ホ ロ ン は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ｐ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 生 命 の 生 ま れ 滅 す る 大 海 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 御 手 の 指 は 、 す べ て の 被 造 物 に 、 色 鮮 や か な 輝 き を も た ら し た り 。
主 よ 、 万 物 の 生 命 の 母 た る 水 と 人 の 子 ら に 、 多 様 さ と 祝 福 を 与 え た ま え 。
ケ ル ブ ・ ツ ィ ラ エ ル は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ｖ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 躍 動 す る 炎 の 力 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 聖 な る 火 花 は 、 砂 の ひ と つ ぶ た り と 見 逃 さ ず 、 霊 魂 を も た ら し た り 。
主 よ 、 久 遠 の 霊 の 表 象 た る 火 と 人 の 子 ら に 、 力 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
ケ ル ブ ・ ル カ ル は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

全 員 ： 「 主 よ 、 わ れ ら に 祝 福 あ れ 。 わ れ ら は 絶 え る こ と な く 汝 を 称 え ん 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 人 の 子 ら よ 。 ケ ル ビ ム は 、 去 れ り 。 地 上 に 帰 還 せ ん 。 」

Ｄ Ａ が 先 頭 に 立 ち 、 左 回 り に 周 行 す る 。 参 列 者 も 同 様 に 約 半 周 し 、 西 の 扉 を 抜 け て イ ェ ソ ド
神 殿 に 向 か う 。 Ｄ Ｃ は 主 祭 壇 に １ 礼 し て 、 最 後 に イ ェ ソ ド 神 殿 を 去 る 。

一 同 は マ ル ク ト 神 殿 に 帰 還 す る 。
最 後 に 帰 還 し た Ｄ Ｃ が 、 月 の 追 儺 の ユ ニ カ ー サ ル ・ ヘ キ サ グ ラ ム を 描 い て 小 径 を 閉 鎖 し 、 引

き 続 き 《 ヴ ェ ー ル を 閉 じ る 》 サ イ ン を 行 う 。

Ｄ Ｃ ： 「 Ｉ Ｈ Ｓ h Ｖ Ｈ と Ｉ Ｈ Ｖ Ｓ h Ｈ の 御 名 に お い て 、
こ の 儀 式 に よ り 拘 束 さ れ し 、 す べ て の 《 霊 》 を 解 放 せ ん 。 」

Ｄ Ｃ は 祭 壇 に 向 き 直 る 。 全 員 が 祭 壇 を 向 く 。
Ｄ Ｃ ： 「 わ れ は 宣 言 す る 。 神 殿 作 業 は 終 了 せ り 。 」

全 員 ： 「 神 殿 作 業 は 終 了 せ り 。 ア ー メ ン 。 」

Ｄ Ａ が 先 頭 に 逆 周 行 （ 左 回 り ） を 開 始 す る 。 Ｄ Ｖ 、 Ｄ Ｐ 、 Ｄ Ｂ 、 南 の 参 加 者 、 北 の 参 加 者 の
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順 で そ の 後 を 追 い 、 各 自 が ３ 度 周 行 し た ら 、 作 業 場 を 出 る 。 最 後 に Ｄ Ｃ が 、 退 出 す る 。
神 殿 の 外 庭 で ウ シ ャ ブ テ ィ を 解 放 し 、 光 の 洞 窟 を 通 過 し て 光 体 は 自 分 の 部 屋 に 戻 る 。
静 か に 肉 体 に 戻 る 。 四 肢 の 感 覚 が 戻 っ た と こ ろ で 、 光 の 法 衣 を 脱 ぐ 。 （ 特 別 な 手 順 は 必 要 な

い 。 ） 静 か に 目 を 開 き 、 立 ち 上 が る 。

法 衣 を 着 用 し て い る 場 合 は 、 沈 黙 の う ち に 着 替 え る 。
普 段 着 に 戻 り 、 儀 式 に つ い て の 個 人 的 メ モ （ 『 魔 法 日 記 』 用 ） を 終 わ る ま で 、 こ の 沈 黙 を 続

け る の が 望 ま し い 。 そ の 後 は 、 軽 い 食 事 、 飲 み 物 等 を 採 り 、 地 上 に 帰 還 し た こ と を 自 分 自 身 に
印 象 づ け る こ と 。
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